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洋食調理師

5,055

奈良会議所ニュース

円

137.フ

溶接工

12月

客

957

1

営業経験

女

製釘工

3億6,000万円前年同月

夢鄭

機械組立仕上
18年

,

験

一般事務

1,604

P

洋食調理チーフ
6年

帝国興信所

薬剤師

子

10年

手取賃金
(月収)

溶接 工

月

一般事務

島

4

(内整理を含む負債1,000万円以上)

製釘工

160,000円

180,000円

150,000円

200,000円

150,000円
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人

単純労務

職業紹介状況(1月)学卒・

昭和55年3月10日(毎月1回10日ぢ毛行)

証券事務

勤務時間
(休日)

屋内作業

30年

の

製薬品質管理
2年半

9.00~17.00
日・祝)

25年

保母経験

希

8.30~17.00
(日・祝)

1

1年半

項目

曹丑リ'1懐模

10.00~19.00
月4 回)

レジー1系

間有効求人

望

奈良市
通
奈良市
通

奈良巾
通

奈良市
通

奈良・大
阪通

検品(メ

85,000円

130,000円

100,000円

75,000円

80,000円

8.00~17.00
日・祝)

規

12年

間有効求職者

8.00~17.00
日・祝)

1.5年

50人
以上

不問

不問

不問

不問

住所

リャス)
7年

ノ'、^

人

9.00~17.00
日・祝)

奈良市消費者物価指数 12月(昭和50年=100)

求職

トを除く(奈良公共職業安定所)

効

天理市

配偶者
の有無

9.00~17.00
(日・祝)

求

者

9.00~17.00
日・祝)

第138号掲載分

人

9.00~17.00
(日・祝)

1,088
2,212
183
932

3,368
509
191
0.65

学歴

Ⅱ月

通

大学商学部卒
運転免許

倍

9.Ⅸ)~17.00
(日・祝)

男

上

対前月比

不問

不問

不問

不問

126.9

局専機械科卒
運転免許

655
1,369
98
460

1,フ73
268
103
0.フフ

12月

昇

資格

奈良市

奈良市

奈良市

天理市

奈良市

卒1局
調理師免許

、、、

沌 1

N
路

女

対前年
同月比

127.8

-0.6

433
843
85
472
1,595
241
88

0.52

十

前年比%

原付免許

食料住居光熱被服雑費

不問

乗客数 1月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

5.フ

0.フ

摘要

月別

大学、薬学卒
薬剤師免許

119.フ

高等女学校卒
保母資格

6.0

国鉄奈良駅

客乗

(総理府統計局)

123.フ

120.1

12月

125.3

124.0

奈良交通名所めぐり

卒
可
中
接、溶

記
ス亨嬬、通気普電

有
有
無
有
無

ミ
玉

級、4
大
算
短
珠無

有
有
有
無

本

市
市
市

通
良
通
理
通
肺
"

奈
天
浪
、ノ

1
3
1
8
9
7
3

厳
し
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
吹
く
風

亀
な
ん
と
な
く
春
を
感
じ
さ
せ
る
今

日
こ
の
頃
。
新
調
の
ス
ー
ツ
に
身
を

固
め
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た

フ
レ
ッ
シ
ニ
ソ
が
町
に
温
れ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
▼
当
所
で
は
こ
の

時
期
に
当
た
り
恒
例
と
な
っ
た
新
入

社
員
研
修
会
を
来
月
十
五
日
か
ら
三

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
講
師

に
は
太
田
芳
男
氏
と
西
田
恭
子
氏
と

い
っ
た
べ
テ
ラ
ソ
に
船
願
い
し
、
新

入
社
員
に
必
要
な
基
本
か
ら
み
っ
ち

り
研
修
を
受
け
て
頂
き
ま
す
▼
企
業

内
研
修
で
は
不
十
分
と
お
老
え
の
力

は
ぜ
ひ
当
講
座
を
船
受
け
く
だ
さ

詳
細
に
つ
い
て
は
追
っ
て
通
知

、
0
L致

し
ま
す
。

計
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数
数
数
数
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精
版
印
刷
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一
部
五
十
円
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中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
「
不
況
業
種
」

の
指
定
及
ぴ
指
定
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

、
、
、通

商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
昭
和

五
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
付
け
、

通
商
産
業
矩
口
示
第
五
五
七
号
で
、

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四

項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
業
種

(
い
わ
ゆ
る
「
不
況
業
種
」
)
の
指
定

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
ょ
る
と
、
石
油
燃
焼
器
具

製
造
業
が
、
暖
冬
に
ょ
り
極
度
の
販

売
不
振
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た

に
指
定
し
、
ま
元
、
過
去
に
指
定
さ

れ
業
種
で
あ
っ
て
指
定
期
問
が
切

れ
て
い
た
業
種
の
う
ち
、
最
近
特
に

需
要
の
減
少
し
て
い
る
メ
リ
ャ
ス
製

造
業
を
再
ぴ
指
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
な
兆
、
昨
年
十
二
月
末
で
期

限
切
れ
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
二
十

二
業
種
の
う
ち
、
依
然
と
し
て
業
況

の
改
善
・
安
定
等
か
み
ら
れ
な
い
絹

織
物
業
織
物
手
加
工
染
色
整
理
業

及
ぴ
造
船
業
等
に
つ
い
て
は
、
一
部

業
種
を
除
き
、
指
定
期
間
を
昭
和
五

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
前

回
ま
で
指
定
さ
れ
て
い
た
業
種
の
う

ち
、
.
今
回
指
定
を
解
除
さ
れ
た
業
種

は
炊
の
と
船
り
で
す
。

<
絹
織
物
業
刺
し
ゅ
う
レ
ー
ス

製
造
業
家
具
製
造
業
(
た
だ
し
、

木
製
電
子
キ
ャ
ビ
ネ
"
ト
製
造
業
は

対
象
と
し
て
残
す
)
、
ゴ
ム
製
履
物

同
附
属
品
製
造
業
陶
磁
器
製
タ
イ

ル
製
造
業
、
金
属
製
洋
食
器
製
造
業

刃
物
製
造
業
か
ん
切
製
造
業
、
求

ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ
製
造
業
、
金
属
製
台

所
用
品
製
造
業
、
溶
接
棒
製
造
業
>

〔
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
指
定
さ
れ
た
業

種
〕日水

産
食
糧
品
製
造
業
(
水
産
か
ん

詰
、
び
ん
詰
製
造
業
、
海
そ
う
加

工
業
、
寒
天
製
造
業
、
魚
肉
ハ
ム

ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業
水
産
練
製

品
製
造
業
、
冷
凍
水
産
物
製
造
業

及
ぴ
冷
凍
水
産
食
品
製
造
業
を
除

く
)

⇔
絹
織
物
業
、
メ
リ
ャ
ス
製
造
業

(
く
つ
下
製
造
業
を
除
く
)
及
び

織
物
手
加
工
染
色
整
理
業
(
ス

カ
ー
フ
な
つ
染
に
限
る
)

国
木
箱
製
造
業
(
折
箱
を
除
く
)

四
木
製
電
子
キ
ャ
ビ
ネ
"
ト
製
造
業

器
織
用
紙
管
製
造
業

因
に
か
わ
製
造
業

佃
な
め
し
か
わ
製
造
業
及
ぴ
革
製
手

袋
製
造
業

⑳
人
造
真
珠
製
造
業
及
び
石
綿
布
糸

製
造
業

W
鉄
線
、
く
ぎ
製
造
業

田
石
油
燃
焼
器
具
製
造
業
及
び
電
気

メ
ッ
キ
業
(
鋼
材
メ
;
業
を
除

く
)

出
船
舶
(
舟
艇
を
除
く
)
舶
用
機
関

又
は
船
体
部
品
の
製
造
・
修
理
業

働
な
め
し
か
わ
製
運
動
用
具
製
造
業

ス
キ
ー
又
は
プ
ラ
ス
チ
,
ク
製
.
ス

キ
ー
毅
造
業
、
ボ
タ
ソ
製
造
業

及
び
マ
,
チ
製
造
業

(
参
き

一
、
不
況
業
種
指
定
に
ょ
る
中
小
企

業
信
用
保
険
法
の
特
例
措
置
(
倒

産
関
連
特
例
保
証
)
の
内
容

日
付
保
限
度
額
の
別
枠
設
定

0
普
通
保
険
別
枠
と
し
て

五
千
万
円
(
注
、

組
合
は
一
億
円
)

0
無
担
保
保
険
別
枠
と
し
て

八
百
万
円

0
特
別
小
口
保
険
別
枠
と
し
て

二
百
五
十
万
円

J

つ
こ
0本

年
度
に
船
け
る
調
査
対
象
企
業

は
、
建
設
、
製
造
、
卸
、
小
売
、

サ
】
ビ
ス
業
に
属
す
る
中
小
企
業
二

三
五
0
企
業
、
回
収
企
業
数
は
一

一
八
四
四
企
業
、
集
計
企
業
数
は
一

-
0
九
七
企
業
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
結
果
に
ょ
る
と
、
昭
和

五
十
三
年
度
の
わ
か
国
経
済
は
、
四

十
八
年
秋
の
石
油
危
機
以
来
の
長
い

不
況
か
ら
よ
う
や
く
回
復
傾
向
を
み

せ
は
じ
め
た
が
、
五
十
三
年
度
の
当

調
査
結
果
に
お
い
て
も
、
四
十
八
年

を
ピ
】
ク
に
下
降
し
て
い
た
製
造
業

卸
売
業
の
企
業
収
益
性
は
、
五
十
一

年
度
水
準
に
ま
で
回
復
し
、
上
向
き

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年

度
集
計
企
業
の
う
ち
健
全
企
業
(
調

査
時
に
船
い
て
営
業
利
益
及
ぴ
経
常

利
益
が
黒
字
の
企
業
)
の
占
め
て
い

る
割
合
は
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
、

集
計
企
業
工
0
九
七
企
業
の
う
ち

七
0
八
九
企
業
が
健
全
企
業
で
、
前

年
度
の
六
0
三
%
か
主
会
一
・
九

%
へ
三
・
七
ポ
イ
ソ
ト
上
昇
し
て
い

る
。
こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
建

設
業
が
前
年
度
の
六
二
・
ハ
%
か
ら

六
五
・
ニ
%
ヘ
ニ
・
四
ポ
イ
ソ
ト
、

製
造
業
が
六
一
・
0
%
か
主
ハ
六
・

四
%
へ
五
・
四
.
ホ
イ
ソ
ト
、
卸
売
業

が
五
七
・
四
%
か
ら
六
二
・
一
%
ヘ

四
・
七
ポ
イ
ソ
ト
、
サ
ー
ビ
ス
業
が

六
一
・
一
%
か
ら
六
二
・
ハ
%
ヘ

丁
七
ポ
イ
ソ
ト
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し

小
売
業
の
み
が
六
手
七
%
か
ら
六

三
・
 
0
%
へ
0
・
七
ポ
イ
ソ
ト
低
下

し
て
い
る
。

3

昭
和
五
十
三
年
度
中
小
企

業
経
営
調
査
に
つ
い
て

中
小
企
業
庁
で
は
、
毎
年
定
期
的

に
中
小
企
業
の
経
営
活
動
の
実
態
を

調
査
し
、
そ
の
経
営
状
態
を
健
全
企

業
の
業
種
別
及
ぴ
規
模
別
の
計
数
と

し
て
算
出
し
、
分
析
結
果
を
「
中
小

企
業
の
経
営
指
標
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
中
小
企
業
指
導
担
当
者
、
中

小
企
業
者
等
の
参
考
資
料
と
し
て
公

表
し
て
い
る
が
、
今
回
五
十
三
年
度

決
算
に
関
す
る
調
査
結
果
が
ま
と
ま

((

ノ

紗"、C
@
@

群
露

2
2

4
4

フ
フ
0
0

上
工

E
E

T
T

会
社
及
ぴ
個
人

・
従
業
員
-
0
0
人
以
下
ま
た
は
資

本
金
三
0
0
0
万
円
以
下
の
卸
売

業
の
会
社
及
び
個
人

・
従
業
員
五
0
人
以
下
ま
た
は
資
本

金
-
0
0
0
万
円
以
下
の
小
売
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
会
社
及
び
個
人

・
企
業
組
合
及
ぴ
協
業
組
合

・
事
業
協
同
組
合
、
同
小
組
合
ま
た

は
商
工
組
合
で
、
共
同
生
産
、
共

同
販
売
等
の
共
同
事
業
等
を
行
っ

て
い
る
組
合

マ
毎
月
の
掛
金

・
毎
月
の
掛
金
は
、
五
0
0
0
円
、

-
 
0
0
0
0
円
、
一
五
0
0
0
円
、

二
0
0
0
0
円
の
い
ず
れ
か
を
自

由
に
き
め
て
加
入
で
き
ま
す
。

・
加
入
後
、
増
・
減
額
が
で
き
ま

す
。

・
加
入
者
は
掛
金
総
額
が
最
高
ご
一

0
万
円
に
な
る
ま
で
積
み
立
て
ら

れ
ま
す
。

▽
共
済
金
の
貸
付
け

加
入
後
六
ケ
月
以
上
経
過
し
た
加

入
者
の
取
引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売

掛
金
債
権
等
の
回
収
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

・
貸
付
条
件
は
、
無
利
子
・
無
担
保

無
保
証
人
で
す
。

・
返
済
期
間
は
、
五
年
(
据
置
期
間

0

2

一

の
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま

す
。◎

無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
人

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
た
場
合
、

無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
人
で
共

済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
税
法
人
の
特
典

掛
金
は
、
損
金
算
入
(
法
人
の
場

合
)
、
必
要
経
費
算
入
(
個
人
事
業
者

の
場
<
巳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
一
括
前

納
分
も
同
様
に
な
り
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方

次
の
条
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業

者
で
、
引
き
続
き
一
年
以
上
事
業
を

行
っ
て
い
る
方

・
従
業
員
三
0
0
人
以
下
ま
た
は
資

本
金
一
億
円
以
下
の
工
鉱
業
等
の

(
,

一

そ
こ
で
、
同
制
区
つ
い
て
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
致
し
ま
す
。

マ
制
度
の
特
色

◎
掛
金
総
額
の
十
倍
以
内
を
貸
付
け

加
入
者
は
、
積
み
立
て
た
掛
金
総

額
の
十
倍
の
範
囲
内
で
被
害
額
相
当

六
力
見
を
含
む
)
で
す
。

・
貸
付
限
度
額
は
、
掛
金
総
額
の
十

倍
に
相
当
す
る
額
か
被
害
額
の
い

ず
れ
か
少
な
い
額
に
な
り
ま
す
。

・
共
済
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
場
合

は
、
そ
の
貸
付
額
の
十
分
の
一
に

相
当
す
る
掛
金
額
は
掛
金
総
額
か

ら
差
し
引
か
れ
、
こ
の
共
済
制
度

の
財
源
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
以
後
の
共
済
金
の
貸
付

け
及
ぴ
解
約
手
当
金
の
支
給
の
場

合
の
計
算
基
礎
と
な
る
掛
金
総
額

か
ら
は
除
か
れ
ま
す
。

▽
契
約
の
解
除

加
入
者
は
、
い
つ
で
、
契
約
を
解

除
(
任
意
解
約
)
で
き
ま
す
。
事
業

団
は
、
加
入
老
が
掛
金
を
十
二
力
月

以
上
滞
納
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
加

入
者
の
死
亡
・
解
散
な
ど
の
場
合
で

承
継
が
な
か
っ
た
と
き
契
約
を
解
除

し
ま
す
。

加
入
者
が
偽
り
ま
た
は
不
正
の
行

為
に
ょ
り
共
済
金
の
貸
付
け
ま
た
は

解
約
手
当
金
の
支
給
を
受
け
、
ま
た

は
受
け
よ
う
と
し
た
時
は
契
約
を
解

除
し
、
解
約
手
当
金
は
お
支
払
い
し

ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
本
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当
所
中

小
企
業
相
談
所
(
担
当
深
水
指
導
員
)

立
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

(

、
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第138号(第三種郵便物認可)

中小企業者の方々にとって、経営上
の災難、それは取引先企業の倒産で
はないでしょうか。取引先企業の倒
産で受ける影響にはいろいろありま
すが、なかでも売掛金債権の回収難
が一番の問題です。中小企業倒産防
止共済は、このような困難に直面し
た中小企業者の方々のお役に立てる
制度です。

奈良会議所ニュース 昭和55年3月10日(毎月1回10日発行)

取引先企業の
倒産にそなえて

第138号(第三種郵便物謬ひ可)

お菓子は徳村
谷種 奈良岬'代理店

奈良会議所ニュース

■.^駆ヨ.■^....^■...^■■冨.^●●●昏^●●●冒^皿■畢●^●●●●^■■●●^

の巣をもつということは・・・・・

昭和55年3月10日(毎月1回10日発行)
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間
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奈良商工会議所会館地階

キープストラン

徳村商



先
行
き
楽
観
を
許
さ
ず

不
透
明
要
因
が
錯
綜

当
所
が
奈
良
市
産
業
界
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
目
的
で
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
景
気
動
向
調
査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
は
二
七
0
社
(
七
業
界
)
を
対
象
に
フ
ソ
ケ
ー
ト
方
式
に
ょ

り
実
施
、
う
ち
回
答
分
九
三
社
(
回
収
率
三
四
・
四
%
)
に
つ
い
て

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
調
査
期
問
〕
昭
和
五
十
五
年
一
月
る
資
金
量
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か

六
日
t
十
九
日

か
わ
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
逼
迫
感

〔
調
査
対
数
期
間
〕
昭
和
五
十
四
年
は
弱
い
と
考
え
ら
れ
る
。
営
業
利
益

十
月
t
十
二
月
期
実
に
つ
い
て
は
漸
次
回
復
傾
向
に
あ
る

績
と
昭
和
五
五
年
一
も
の
の
依
然
水
面
下
に
あ
り
、
中
で

月
t
三
月
期
の
予
想
も
商
業
部
門
特
に
士
産
品
小
売
の
減

を
調
査
。

少
し
た
と
す
る
企
業
数
の
割
合
が
目

立
っ
て
い
る
。
現
状
に
つ
い
て
の
在

庫
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
流
通

部
門
で
の
過
剰
感
が
強
い
。
人
員
、

設
備
に
つ
い
て
は
依
然
不
足
感
を
訴

え
て
い
る
。

向
こ
う
三
ケ
月
間
の
業
況
の
見
通

し
は
原
油
、
替
為
動
向
及
び
国
際
緊

張
の
激
化
等
不
透
明
要
因
が
錯
綜
す

る
こ
と
か
ら
見
通
し
は
厳
し
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
他
方
設
備
投
資
計
画

は
省
力
化
、
合
理
化
投
資
が
若
干
う

か
が
え
る
も
の
の
基
調
と
し
て
は
減

少
傾
向
に
あ
り
依
然
と
し
て
弱
気
の

姿
勢
が
伺
え
る
。

そ
の
他
設
問
別
概
要
は
次
の
通
り

と
な
っ
て
い
る
。

.

景
気
動
向
調
査

【
設
問
別
概
要
】

θ
生
産
・
一
冗
上
高
(
製
(
商
)
邑

生
産
・
売
上
は
「
増
加
」
四
一
.

九
%
、
「
横
ぱ
い
」
四
九
・
五
%
、

「
減
少
」
八
・
六
%
で
歳
末
消
費
需

要
と
堅
調
な
民
廷
よ
り
総
じ
て
順

調
な
拡
大
基
調
を
続
け
て
い
る
。
中

で
も
卸
売
業
の
増
加
し
た
と
す
る
企

業
数
の
割
合
が
六
丁
九
%
と
目
立

つ
て
い
る
。

⇔
仕
入
状
況
(
商
品
又
は
原
材
料
)

仕
入
状
況
は
「
増
加
」
四
六
・
ニ

%
、
「
横
ぱ
い
L
 
四
三
・
 
0
%
、
「
減

少
」
-
0
・
ハ
%
で
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。
一
方
仕
入
単
価
の
面
で
は

「
値
上
り
」
四
六
三
%
、
「
横
ぱ

い
」
五
三
・
ハ
%
、
「
値
下
り
」
 
0

%
で
原
材
料
価
格
を
中
心
に
上
昇
基

程
あ
り
物
価
問
題
は
警
戒
水
域
に

入
っ
た
、
の
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
仕
入
段
階
で
値
上

り
が
激
し
く
、
中
少
企
業
特
有
の
原

材
料
高
製
品
安
の
傾
向
が
強
立
っ
て

い
る
0

国
決
済
条
件

売
掛
金
回
収
状
況
は
「
好
転
」
九
.

七
%
、
「
横
ぱ
い
」
九
0
 
・
三
%

「
悪
化
」
 
0
%
、
ま
た
手
形
サ
イ
ト

「
好
転
」
 
0
%
、
「
横
ぱ
い
」
六

はニ
・
三
%
、
「
悪
化
」
二
・
ニ
%
、

「
ナ
シ
」
三
五
・
五
%
で
そ
れ
ぞ
れ
全

般
的
に
横
ぱ
い
で
推
移
し
て
い
る
。

四
資
金
繰
り

資
金
繰
り
の
動
向
は
「
好
転
」
六
.

五
%
、
「
横
ぱ
い
」
八
六
・
 
0
%

「
悪
化
」
七
・
五
%
で
再
度
の
金
融

引
き
締
め
政
策
及
び
価
格
上
昇
に
ょ

〔
総
括
概
要
〕

奈
良
経
済
界
の
景
気
動
向
の
概
要

は
次
の
と
郭
り
で
あ
る
。

ま
ず
売
上
、
生
産
活
動
に
つ
V
て

は
概
ね
順
調
な
拡
大
基
調
に
あ
り
、

特
に
製
造
業
で
の
生
産
活
動
が
活
発

で
あ
る
。
仕
入
面
に
お
い
て
は
イ
ソ

フ
レ
傾
向
か
ら
仮
需
要
的
要
因
も
含

め
て
増
加
し
て
い
る
。
一
方
仕
入
単

価
の
面
に
お
い
て
は
建
設
関
係
を
中

心
に
値
上
り
傾
向
を
示
し
今
後
一
層

の
警
戒
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
金
融

面
で
の
売
掛
金
回
収
、
手
形
サ
イ
ト

は
利
用
度
も
少
な
く
、
ほ
ぽ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。
資
金
繰
り
は
再

度
の
金
融
引
締
め
、
価
格
高
騰
に
ょ

る
資
金
量
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
現
在
の
と
こ
ろ
遍
迫
感
は

弱
い
、
の
と
考
え
ら
れ
る
。

国
営
業
利
益

営
業
利
益
は
「
増
加
」
一
五
・
一

%
、
「
横
ぱ
い
」
六
0
 
・
ニ
%
、

「
減
少
」
二
四
・
七
%
で
、
業
種
的

に
は
繊
維
、
筆
墨
で
回
復
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
商
業
部
門
で
コ
ス
ト
一
局

等
で
厳
し
い
状
嬰
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

因
現
況
に
つ
い
て

在
庫
状
況
は
「
不
足
」
三
三
%

「
適
正
」
七
三
・
一
%
、
「
過
剰
」

一
主
一
・
七
%
で
過
剰
感
は
強
ま
っ
て

い
る
。
業
種
的
に
は
繊
維
、
筆
墨
で

強
く
訴
え
、
さ
ら
に
流
通
部
門
に
お

い
て
も
過
剰
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
人
員
に
つ
い
て
は
「
不
足
」

三
0
・
一
%
、
「
適
正
」
六
五
・
'

%
「
過
剰
」
四
・
三
%
、
ま
九
設
備

に
つ
い
て
は
「
不
足
」
一
八
・
三
%

「
適
正
」
八
0
・
六
%
、
「
過
剰
」

一
・
一
%
で
依
然
不
足
感
を
訴
え
奈

良
経
済
界
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

田
向
こ
う
三
力
月
間
の
業
況
の
見
通

し
・
設
備
投
資
計
画

五
五
年
一
月
1
三
月
期
の
業
況
の

見
通
し
は
「
好
転
」
八
・
六
%
、

「
横
ば
い
」
六
六
・
七
%
、
「
悪

化
」
二
四
・
七
%
、
 
B
S
ー
マ
イ
ナ

ス
ハ
・
一
(
注
)
で
原
油
、
替
為
動
向

及
び
国
際
緊
張
の
激
化
等
の
不
透
明

要
因
が
幅
湊
す
る
と
こ
ろ
か
ら
総
じ

て
厳
し
い
見
通
し
で
あ
る
。
中
で
も

士
産
品
小
売
の
「
悪
化
」
す
る
と
す

る
企
業
数
の
割
合
が
六
三
・
六
%
と

目
立
っ
て
い
る
。

他
方
設
備
投
資
計
画
は
「
着
工
中
L

四
・
三
%
、
「
計
画
あ
り
」
一
五
.

一
%
、
「
計
画
な
し
」
八
0
・
六
%

B
S
ー
マ
イ
ナ
ス
三
二
・
ハ
%
で
省

力
化
・
合
理
化
投
資
が
や
や
み
ら
れ

る
も
の
の
設
備
投
資
意
欲
は
弱
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

⑳
経
営
上
の
努
力
目
標
・
関
心
事

経
営
上
の
努
力
目
標
は
「
販
路
.

受
注
拡
張
」
四
八
・
五
%
、
「
新
製

品
開
き
一
七
・
五
%
、
「
省
力
化

合
理
化
」
三
四
・
0
%
で
低
成
長
経

'

売

済
下
で
の
企
業
間
競
争
の
激
化
か
ら

省
力
化
、
合
理
化
へ
の
努
力
目
標
が

強
ま
っ
て
い
る
。

関
心
事
に
つ
い
て
は
「
物
価
動
向
」

七
五
・
0
%
、
「
求
人
動
向
」
七
.

七
%
、
「
金
融
動
向
」
一
七
・
三
%

で
依
然
物
価
動
向
に
関
心
が
強
く
、

ま
た
「
金
融
動
向
」
に
も
大
き
な
関

心
が
も
た
れ
て
い
る
。

〔
注
〕
 
B
S
1
1
景
気
全
般
の
見

通
し
に
つ
い
て
強
気
あ
る
い
は
弱
気

の
度
合
を
示
し
、
プ
ラ
ス
ー
強
気
、

マ
イ
ナ
ス
ー
弱
気
、
非
観
を
示
す
。

吉
ル
三
a

一
山
,
,
ー
ー
,
、

00」

3
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行
雄

推
せ
ん
件
数
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、
弌
「
、
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^
^
、
斤
、
^
一
、
,
・
〒
^
^

゛
■
凹
●
N
曲
角
角
角
角
舌
●
"
闇
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舌
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再
三
智
r
、
「

金

4

(

5

額
四
九
五
0
万
円

ニ
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三

8
:
↓

店
店

本
支
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"
川
1
 
上

●
6

爰
子
)

女
子
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

西
田
恭
子
氏

受
講
料
一
名
に
つ
き
五
千
円

(
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
む
)

◎
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

当
所
中
小
企
業
相
談
所
(
担
当
深

水
)
ま
で
。
皿
⑳
六
二
三
一
代

山
中
三
木
選

父
＼

、ノ

、

タ
,

y
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新
入
社
員
研
修
講
座
こ
案
内

日
時
四
月
十
五
t
十
七
日

午
前
十
時
1
午
後
四
時

(
各
日
共
)

と
こ
ろ
当
所

講
師
(
男
子
)

制
フ
ク
ト
ク
経
営
研
究
所

代
表
取
締
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人
の
使
い
方

エ
ゴ
抑
制
も
大
切
な
役
割

÷
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三
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子
供
た
ち
の
非
行
化
が
夏
休
み
に

起
こ
り
易
い
と
い
う
と
と
小
ら
、
あ

る
小
学
校
で
夏
休
み
に
地
域
ビ
と
に

週
に
-
ー
ニ
回
児
童
た
ち
を
集
め

て
、
三
時
間
程
度
の
グ
ル
ー
プ
活
動

を
し
た
ら
と
い
う
声
が
教
育
熱
心
な

数
人
の
教
師
の
間
か
ら
で
て
き
元
。

こ
の
声
は
、
 
P
T
A
の
間
に
、
伝

わ
り
、
「
そ
う
し
九
こ
と
な
ら
是
非

し
て
も
ら
い
た
い
、
自
分
た
ち
も
で

き
る
限
り
の
協
力
は
す
る
か
ら
」
と

い
う
父
兄
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で

こ
の
校
長
は
、
こ
の
こ
と
を
ま
ず
学

校
の
職
員
会
議
に
か
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
職
員
会
議
で
は
、
主

旨
に
は
賛
成
だ
が
、
自
分
は
予
定
が

あ
っ
て
あ
ま
り
協
力
で
き
な
い
と
い

う
教
師
や
、
そ
ん
な
こ
と
を
週
一
1

二
回
し
た
と
こ
ろ
で
子
供
の
非
行
化

を
防
げ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
い

う
教
師
が
で
て
、
相
当
に
難
行
し
た

,
)
、

身
体
の
あ
い
て
い
る
者
が
で
き

力る
だ
け
そ
の
活
動
に
顔
を
出
す
な
ら

と
い
う
こ
と
で
、
ど
ぅ
に
か
賛
同
を

得
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
元
0

そ
こ
で
次
は
P
T
A
の
会
合
の
ほ

う
に
は
か
 
0
た
と
こ
ろ
、
最
初
は
皆

が
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
が
、
グ
ル

ー
プ
活
動
の
内
容
が
児
童
た
ち
に
工

作
を
さ
せ
た
り
、
ハ
イ
キ
ソ
グ
に
つ

れ
て
い
っ
た
り
で
多
少
の
経
費
が
か

か
り
、
そ
れ
は
父
兄
に
負
担
し
て
も

ら
う
も
の
だ
と
わ
か
る
と
、
「
私
の

家
庭
で
は
子
供
を
学
習
塾
に
通
わ
せ

て
い
て
そ
う
し
九
活
動
に
は
参
画
さ

せ
ら
れ
な
い
か
ら
」
と
か
「
私
の
と

と
ろ
は
、
子
供
を
祖
父
母
の
と
こ
ろ

に
や
る
の
で
参
加
で
き
な
い
か
ら
」

等
々
の
理
由
で
、
参
加
し
な
い
以
上

は
経
費
の
負
担
も
必
要
な
い
は
ず
だ

と
い
う
人
が
続
出
し
て
、
結
局
こ
の

案
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
話
を
こ
と
に
持
ち
出

し
九
の
は
ほ
か
で
も
な
い
。

民
主
主
義
の
基
本
原
則
の
一
つ
で

あ
る
多
数
決
の
原
理
の
ウ
ィ
ー
ク
.

ポ
イ
ソ
ト
を
明
確
に
し
た
か
っ
九
か

ら
だ
。民

主
主
義
そ
の
も
の
は
結
構
で
あ

り
、
多
数
決
の
原
理
も
悪
く
は
な
い

こ
の
例
の
よ
う
に
、
ニ
ゴ
イ
ス

゛
、
、

力ト
達
の
集
ま
り
で
の
多
数
決
の
結
果

と
い
う
、
の
で
は
進
歩
や
発
展
は
止

ま
っ
て
し
ま
う
ぱ
か
り
か
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
集
団
を
破
滅
に
す
ら
追

い
こ
み
か
ね
な
い
と
い
う
の
が
そ
の

ウ
ィ
ー
ク
・
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
る
0

こ
う
し
九
ウ
ィ
ー
ク
・
.
ホ
イ
γ
ト

を
表
面
に
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
個

々
の
エ
ゴ
を
抑
え
る
の
が
集
団
の

リ
ー
ダ
ー
の
大
切
な
役
割
で
あ
る

゛
、
、

ど
ぅ
も
最
近
の
り
ー
ダ
ー
の
中

力に
は
こ
の
役
割
を
忘
れ
て
い
る
者
が

多
い
。良

い
改
革
案
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

,
残
念
だ
が
皆
の
反
対
が
多
く
て
'

な
ど
と
、
そ
の
実
現
が
で
き
な
い
言

い
訳
を
す
る
り
ー
ダ
ー
は
ほ
と
ん
ど

の
う

も
よ

の
し

が
、
こ
の
役
割
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
者
と
い
え
よ
う
0

こ
の
よ
う
な
り
ー
ダ
】
は
、
自
分

の
存
在
価
値
と
い
う
も
の
を
よ
く
反

省
し
て
み
る
と
と
だ
。

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所

内
田
知
二
)

経
営
セ
ミ
ナ
ー
こ
案
内

吉

⑥
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
〔
三
月
十
七
日
〕

午
後
一
時
三
0
分

1
同
三
時
三
0
分

時

テ

〔
三
月
十
八
日
〕

田
村
紀
雄

あ
い
さ
つ

『
経
営
力
と
し
て

の
管
理
能
力
に
つ
い

て
』

午
後
一
時
三
0
分

t
同
四
時
三
0
分

ぐ
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ー

講

「
地
方
の
時
代
」
と

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
・
メ
デ
ィ
ア

商
工
調
停
士
上
林
安
彦
氏

◎
場

◎
受

◎
定

中
小
企
業
診
断
士井

上
誠
逸
氏

当
所
四
階
ホ
ー
ル

無
料

七
0
名

(
一
日
だ
け
で
も
受
講
で
き
ま
す
)

関
係
者
各
位
、
.
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
し
合
せ
当
所
中
小
企
業
相
談
所

T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ
W

師

所
講
料員

ー
=
一
三
三
1
=
一
=
Ξ
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f
三
三
冨
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1
三
三
三
1
三
茎
一
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1
三
三
一
=
1
Ξ
=
一
三
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1
三
一
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=
ー

「
地
方
の
時
代
」
の
運
動
は
日
本

ぱ
か
り
で
は
な
い
0
 
ア
メ
リ
カ
も
実

を
い
う
と
べ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
国
民

の
関
心
が
、
も
っ
.
は
ら
自
分
の
住
む

都
市
や
地
域
社
会
に
向
い
て
い
る
。

そ
れ
が
良
い
意
味
で
競
争
に
な
っ
て

い
る
。わ

が
都
市
に
大
学
を
誘
致
し
、
 
F

M
放
送
局
を
開
設
し
、
美
術
館
や
郷

土
博
物
館
を
オ
】
プ
ソ
さ
せ
る
。
と

こ
ろ
に
ょ
っ
て
は
飛
行
場
を
つ
く
り

コ
ミ
ユ
三
プ
一
・
カ
レ
ッ
ジ
を
建
設

し
、
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
フ

ラ
ソ
チ
ャ
イ
ズ
を
計
画
す
る
0

と
ぅ
し
た
施
設
は
、
す
べ
て
市
民

が
自
分
の
都
市
を
愛
し
誇
り
に
す
る

シ
ソ
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
難
か
し

く
言
え
ぱ
、
住
力
ま
ち
へ
の
帰
属
意

識
を
強
め
る
上
で
の
媒
介
に
な
っ
て

い
る
。
ま
さ
し
く
文
化
施
設
は
、
都

市
の
水
準
を
ひ
き
あ
げ
る
手
段
な
の

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
こ
の
種
の
「
地
方
の

時
代
」
の
運
動
の
担
い
手
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
そ
の
都
市
の
商
工
会
議

て

日
本
コ
ミ
ニ
ニ
テ
一
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
理
事
長

東
京
経
済
大
学
助
教
授

公
認
会
計
士

C

.
、
一

.
一

一

中
嶌
良
炊
氏

'
.

.

.

,
.

、
.

、

、
弔
、.

、

.

゛

碑
"
:
.
ヴ
'

.
凡
.
リ

:
、
.
'
写

.
一
一
.
ー
:
ニ
:

、
τ
:

」

閣

、

所
(
米
で
は
商
業
会
議
所
)
な
の
も

お
も
し
ろ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
地

方
の
時
代
」
を
進
め
る
上
で
と
の
十

数
年
、
目
立
ち
始
め
九
の
が
シ
テ
ィ

マ
ガ
、
シ
ソ
と
呼
ぶ
一
種
の
ミ
ニ
コ
ミ

で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
誕
生
の
背
景

に
は
、
い
く
つ
か
あ
る
が
、
主
要
な

流
れ
が
商
工
会
議
所
の
機
関
誌
か
ら

シ
テ
河
・
マ
ガ
ジ
ソ
に
な
っ
て
き
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

私
の
推
定
で
は
、
全
米
で
発
行
さ

れ
て
い
る
シ
テ
ィ
・
マ
ガ
ジ
ソ
は
三

百
種
ぐ
ら
い
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
フ

オ
ー
ト
・
ワ
ー
ス
市
の
雑
誌
な
ど
は

日
本
の
商
工
会
議
所
の
雑
誌
て
い
ど

で
、
年
六
回
、
十
六
。
ヘ
ー
ジ
か
ら
三

十
二
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
が
、

プ
エ
ニ
ッ
ク
ス
市
の
も
の
な
ど
月
刊

で
三
百
.
ヘ
ー
ジ
近
い
。

発
行
部
数
も
数
万
部
、
立
派
な
印

刷
で
広
告
も
潤
沢
、
有
料
で
市
内
に

配
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
亀
も
と
は
商

工
会
議
所
の
会
報
だ
。
奥
付
に
A
市

商
業
会
議
所
(
チ
ェ
ソ
バ
ー
・
オ
ブ

ニ
ー
ス
)
の
発
行
で
あ
る
と
か
、
、

、

二
三
一
一

7

援
助
(
サ
ポ
ー
ト
)
は
し
て
い
る
が

口
出
し
(
セ
ソ
サ
ー
シ
ヅ
プ
)
は
し
て

い
な
い
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
、
ソ
テ
ィ
・
マ
ガ
、
シ
ソ
は
、
こ

の
ほ
か
都
市
の
放
送
局
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
紹
介
誌
か
ら
発
達
し
た
も
の
、
独

自
の
雑
誌
社
と
し
て
興
し
た
も
の
が

加
わ
る
。
商
工
会
議
所
の
会
報
が
シ

テ
ィ
・
マ
ガ
ジ
ソ
に
成
長
し
た
背
景

は
い
く
つ
か
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
的
「
地
域

主
義
」
と
で
も
い
え
る
。
わ
が
ま
ち

意
識
で
あ
る
。
会
報
が
当
初
商
工
会

議
所
の
会
員
だ
け
を
対
象
に
し
た
雑

誌
か
ら
、
や
が
て
会
員
以
外
の
地
域

住
民
を
、
読
者
に
す
る
ま
で
に
な
り

さ
ら
に
そ
の
都
市
へ
や
っ
て
く
る
新

参
者
や
観
光
客
・
旅
行
者
ま
で
含
め

た
有
料
の
商
業
雑
曹
な
っ
て
い
っ

た
と
い
う
経
過
が
あ
る
。

勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
は
、

新
聞
、
放
送
も
あ
る
が
、
雑
馳
よ

つ
て
、
そ
の
都
市
に
起
き
て
い
る
問

題
を
深
く
掘
り
下
げ
て
取
材
し
、
特

集
な
ど
に
ょ
っ
て
解
説
・
論
評
を
加

え
る
こ
と
も
大
切
に
な
0
て
い
る
0

ふ
た
つ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
.

機
関
・
<
止
業
が
地
域
社
会
と
の
コ
、
、
、

ユ
ニ
ケ
ー
シ
,
ソ
を
重
視
し
て
き
た

結
果
で
あ
る
。
日
本
の
狭
い
意
味
の

ミ
ニ
コ
ミ
に
相
当
す
る
も
の
、
か
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ア
ソ
グ
ラ
誌
と
よ
ぱ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ミ
ニ

コ
ミ
や
ア
ソ
グ
ラ
曹
、
一
九
七
0

.

ノ

一一

6

(

年
代
ま
で
風
俗
・
政
治
・
思
想
を
論

ず
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
広
く
読
ま
れ

て
い
た
。
と
と
ろ
が
、
七
0
年
代
の

後
半
か
ら
様
子
が
変
わ
っ
て
き
た
。

内
容
が
、
経
済
・
地
域
の
社
会
問

題
・
文
化
や
余
暇
問
題
な
ど
に
変
0

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て

ア
ソ
グ
ラ
誌
と
い
う
呼
び
方
が
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
寸
ア
と
い
う
よ

う
に
変
化
し
て
き
た
。
ア
ソ
グ
ラ

(
地
下
)
に
変
わ
っ
九
オ
ル
タ
ナ
テ

イ
、
フ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
と
く
ち
コ
:
、

の
中
問
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
中

間
メ
デ
ィ
フ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が

日
本
訳
し
に
く
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
八
0
年
代

は
こ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
.
メ
デ
ィ

7
の
時
代
で
あ
ろ
う
。
マ
ス
コ
ミ
の

よ
う
な
巨
大
な
ジ
十
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

か
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
や
地

域
社
会
で
商
工
会
議
所
や
企
業
個

人
の
発
行
す
る
新
聞
や
雑
誌
が
住
民

の
情
報
生
活
に
と
?
て
か
け
が
え
の

な
い
手
段
と
な
る
こ
と
だ
。
「
地
方

の
時
代
」
は
、
ま
ず
コ
ミ
ニ
ニ
ケ
ー

シ
,
ソ
か
ら
着
実
に
や
っ
て
く
る
。

〔
筆
者
略
歴
〕
法
大
社
会
学
部
卒
業

後
、
東
大
新
聞
研
究
所
の
助
手
、
桃

山
学
院
大
助
教
授
を
経
て
、
六
年
前

か
ら
東
経
大
で
社
会
学
を
教
え
て
い

る
。
こ
の
間
、
「
日
本
の
戸
ー
カ
ル

新
聞
」
「
タ
ウ
ソ
焚
門
」
「
ミ
ニ

コ
ミ
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
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1
桂
枝
雀
大
い
に
語
る
ー

去
る
二
月
十
五
日
(
金
)
W
時
巧
分

よ
り
当
所
に
て
、
落
語
家
桂
枝
雀
氏

を
お
招
き
し
、
垣
内
部
長
他
託
名
が

参
加
し
て
二
月
例
会
開
催
。

そ
の
中
で
、
桂
枝
雀
氏
は
古
典
落

語
を
約
一
時
間
に
わ
た
り
演
ん
じ
、

そ
の
話
術
と
人
間
味
あ
ふ
れ
る
話
し

つ
ぴ
り
は
第
一
線
級
で
あ
り
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

◎
連
絡

<
三
月
例
会
>
事
業
委
員
会
担
当

一
、
日
時
三
月
二
十
一
日

(
金
)
六
時
よ
り

一
、
場
所
当
所
地
下
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
ヨ
ガ
健
康
法

一
、
講
師
関
西
ヨ
ガ
協
会

谷
村
英
司
氏

◎
会
費
納
入
の
お
願
い

五
十
四
年
度
会
費
未
納
の
方
は
、

早
急
に
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

一
、
会
費
二
四
、
 
0
0
0
円

(
年
題

弌
振
込
先
南
都
銀
行
本
店
・

普
通
預
金
口
座
番

2
月
例
会
開
催

1
追
伸
1

わ
が
国
を
取
り
ま
く
内
外
経
済
環

境
は
不
透
明
な
原
油
・
通
貨
動
向
・

国
際
緊
張
の
激
化
さ
ら
に
イ
ソ
プ
レ

等
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
中

で
の
企
業
経
営
は
、
経
営
老
の
創
造

カ
・
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
等
の
能
力
が

必
要
視
さ
れ
、
か
つ
、
若
手
経
営
者

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
当
青
年
部
の
使
命

と
意
義
を
深
く
鑑
み
一
層
の
発
展
を

期
し
、
奈
良
経
済
界
の
飛
躍
へ
の
役

割
を
果
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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二
月
例
会
開
催

二
月
十
二
日
、
正
午
よ
り
、
財
団

法
人
・
飛
鳥
保
存
財
団
、
飛
鳥
研
修

宿
泊
所
所
長
・
石
田
基
起
氏
を
招
き

飛
鳥
時
代
の
背
景
、
日
本
を
と
り
ま

く
朝
鮮
半
島
、
中
国
大
陸
の
情
勢
、

又
そ
れ
ら
の
日
本
に
対
す
る
影
響
等

を
興
味
深
く
拝
聴
し
た
。

講
話
に
先
立
ち
、
飛
鳥
に
つ
い
て

の
映
画
を
見
、
美
し
い
風
最
又
歴

史
的
遺
産
を
興
味
深
く
見
た
。

同
好
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

友
好
倶
楽
部
で
は
、
趣
味
等
を
同

じ
く
す
る
方
々
に
ょ
り
い
く
つ
か
の

同
好
会
が
あ
り
ま
す
。
加
入
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
せ
ん

次
の
同
好
会
が
新
し
い
加
入
者

0
かを

ま
っ
て
い
ま
す
。

◎
ゴ
ル
フ
同
好
会

◎
墨
絵
同
好
会

◎
俳
句
同
好
会

◎
小
唄
同
好
会

◎
詩
吟
同
好
会

※
以
上
く
わ
し
く
は
事
務
局
ま
で

船
問
合
せ
下
さ
い
。

今
後
の
予
定

◎
三
月
例
会
(
N
H
K
・
近
畿
本
部

見
学
)
三
月
十
一
日
、
午
前
九

時
十
五
分
集
合
、
午
後
三
時
に

帰
着
の
予
定
。
施
設
の
都
合
に

よ
り
、
七
十
名
と
限
定
致
し
ま

す
。

◎
理
事
会
、
総
会
の
開
催
は
追
っ

て
連
絡
致
し
ま
す
。

コト
、、

苛

姦
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J
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ψ
亨
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畢

計
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設
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C

損
益
分
岐
点
を
活
用
し
よ
う
三

費
用
分
解
の
仕
方

社
会
奉
仕
部
開
催

二
月
二
十
九
日
、
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、
友
好
倶
楽
部
会
議
室
に
お

い
て
開
催
。
席
上
岡
嶋
部
長
よ
り
、

イ
ソ
ド
、
ソ
ナ
難
民
の
為
に
、
友
好
倶

楽
部
と
し
て
も
何
か
を
し
た
い
と
発

案
さ
れ
、
難
民
援
助
の
た
め
、
会
員

よ
り
募
金
を
行
な
う
こ
と
等
、
今
後

検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
っ

ナ

J

損
益
分
岐
点
を
求

め
よ
う
と
す
る
場

合
、
計
算
に
ょ
ろ
う

と
図
形
に
ょ
ろ
う

と
、
総
費
用
を
固
定
費
と
変
動
費
に

分
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
も

費
用
分
解
の
方
法
も
幾
通
り
か
あ

る
。
そ
の
う
ち
で

一
、
費
用
の
性
格
に
ょ
る
分
解
法

ニ
、
計
算
に
ょ
る
分
解
法

ー
、
二
期
間
の
実
穎
資
料
に
ょ
り

計
算
す
る
法

2
、
最
小
自
乗
法
に
ょ
り
計
算
す

る
法

の
三
つ
の
法
を
述
べ
よ
う
。

ま
ず
、
費
用
の
性
格
に
ょ
る
分
解

撲
売
上
の
増
減
に
無
関
係
に
支
出

さ
れ
る
固
定
費
と
売
上
の
増
減
と
共

に
増
減
す
る
変
動
費
と
に
、
損
益
計

算
書
と
製
造
原
価
報
告
書
の
費
目
を

区
分
す
る
の
で
あ
る
が
、
固
定
費
に

し
ろ
変
動
費
に
し
ろ
厳
密
に
そ
の
よ

う
に
き
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
、
い
ず
れ
か
の
傾
向
の
強
い

方
に
割
り
切
る
の
で
あ
る
。
概
ね
表

]
の
よ
う
な
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
れ

で
は
不
正
確
な
よ
う
な
感
じ
が
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
万
一
、
固
定
費
に
す

べ
き
も
の
を
変
動
費
に
入
れ
て
し
ま

つ
た
り
、
ま
た
そ
の
逆
の
過
ち
を
船

か
し
た
り
す
れ
ば
と
の
不
安
も
つ
き

ま
と
ぅ
が
、
損
益
分
岐
点
は
ど
ち
ら

も
同
じ
で
変
動
す
る
こ
と
は
な
い
。

C

三
翌
者
@
民
患
の
昧
方

、

〔

卯
如
印
和

ビ
タ
ミ
ン
E
た
つ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

一

0

つ
ぎ
に
、
二
期
間
の
実
績
資
料
に

よ
り
計
算
す
る
に
は
、
式
1
の
①
と

②
に
ょ
る
。
例
題
と
し
て
今
期
の
売

上
高
.
を
七
0
0
0
万
円
、
総
費
用

氏
生
ハ
ー
0
0
万
円
、
前
期
の
売
上

高
氏
六
0
0
0
万
円
、
総
費
用
氏
五

四
0
0
万
円
と
す
れ
ば
、
変
動
費
と

固
定
費
は
、
今
期
が
四
九
0
0
万
円

と
三
0
0
万
円
、
前
期
が
四
二
0

0
万
円
と
三
0
0
万
円
と
な
り
、

簡
単
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
こ
の
二
期

間
に
、
販
売
価
格
に
変
化
が
な
い
こ

と
、
変
動
費
率
に
変
化
が
な
い
こ

と
、
固
定
費
に
増
減
が
な
い
こ
と
、

異
常
な
費
用
が
な
い
な
ど
の
条
件
が

必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
最
小
自
乗
法
に
ょ
り
計

算
す
る
に
は
式
2
の
①
と
②
と
③
に

よ
る
。
例
題
と
し
て
売
上
高
と
総
費

用
が
半
期
決
算
で
表
3
の
と
兆
り
だ

と
す
れ
ぱ
、
こ
の
表
の
よ
う
に
ま
と

め
る
と
計
算
上
便
利
で
あ
る
。
こ
う

し
て
計
算
さ
れ
た
数
値
を
式
2
の
そ

れ
ぞ
れ
に
代
入
し
て
計
算
す
る
と
固

定
費
と
変
動
費
の
一
月
平
均
額
が
出

る
。

こ
の
よ
う
に
費
用
の
区
分
方
法
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
あ
れ
こ
れ
迷
わ

な
い
で
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
方
法
を

選
ん
で
、
い
つ
も
同
じ
方
法
で
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
。
実
務
的
に
費
用

の
性
格
に
ょ
る
分
解
法
で
区
分
す
る

の
が
便
利
で
あ
る
。
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Σ之Σy一πΣ之y
(Σ之).一πΣえ.
y ^力Σ]之

但し,之・一売上高,"・・・1まナこはン
の総数y・・総費用

τ一・変動費率Σ(シグマ)総和
F-・固定費
V・一変動費

費用区分表表1

①

・・・・・・・・・・・・・・・(2)

T E L

歪業経営の..

秀駆ど縄巧
..

例題表3

奈良市霞条大路5-フ-W
奈良(074お33-0255(代表)

固
固

役員報酬
職員給料手当
賃金(固定給部分)
厚キ費減価償却費
賃借料
火災保険料

売上高之総費用ン

定

V=

F=

固

、ノ

賞与(従業員分)
法定福利費
修繕費
消耗品費
光熱水費
通信費・運搬費
旅費交通費

^株式会社秒中^

固

π=6Σえ=330Σy=280 ΣZ2=18700Σ之ヅ=1580

資産
研究

巳理
のそ

'Z

総合企画・設計・監理

本社及び
奈良事務所

京都事務所

広告宣伝費
販売費
租税公課

息利
その他

第138号(第三種郵便物認可)

2500
3600
]600
2500
4900
3600

之ツ

2000
3000
1600
2000
4200
3000

式に代入する
330×280-6×15800

②B -A1

但L, Ab A.・-2期間の売上高
B., B.・-2期間の総費用
V.・・・変動費
'・・固定費

108900-6×18700

=0.7273

280-0.7273×330
6

例題

V =ーーご^-6.フ= 40.0
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表2

式1に代入する

VI=700OX^-700OX

6100-5400
F I=6100-7000×7000_6000

6.フ

同じょうにして,

桝'ψ、、,、、,乢'、'"'、 J 、

、耳'"""'、、、
'号,!.、、:、I J,、゛゛ノ
一§、

闇叩'ι

0.フ=4900万円

一 '、"ぞ.Ⅷ
、

玉、

'

今期(1)フ,000万円 6,100万円

前期② 6,000万円 5,400万円

=1200万円
VO=4200万円
F.=1200万円

鄭

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号
TEI'奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 UU

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
TE L 京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 {fサ

代表取締役桝

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

梦奈良ユ■乃ーム
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マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
に
節
税
対
策
を
一

一
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わ
た
く
し
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入

資
金
や
病
気
な
ど
に
ょ
る
思
い
が
け

な
い
出
費
に
備
え
た
り
、
老
後
の
生

活
の
た
め
の
蓄
え
と
し
て
、
預
金
を

し
た
り
公
社
債
を
買
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
預
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、

利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り

ま
す
が
、
一
定
の
手
統
き
を
と
る
こ

と
に
ょ
っ
て
、
非
課
税
の
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

宅
を
取
得
す
る
目
的
で
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
貯
蓄
を
し
た
と
き
は

税
金
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
利
子
所
得
に
対
す
る
課

税
方
法
や
利
子
に
つ
い
て
非
課
税
の

扱
い
を
受
け
る
た
め
の
手
統
や
住
宅

貯
蓄
控
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ

う⑥
総
合
課
税
と
は

利
子
に
か
か
る
所
得
税
は
、
原
則

と
し
て
、
利
子
が
支
払
わ
れ
る
と
き

に
源
泉
徴
収
さ
れ
、
翌
年
三
月
の
確

定
申
告
の
際
に
、
利
子
以
外
の
所
得

と
総
合
し
て
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
利
子
所
得
の

総
合
課
税
と
い
い
、
こ
の
場
合
の
源

泉
徴
収
税
率
は
、
二
0
.
ハ
ー
セ
ソ
ト

で
す
0
 
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ

で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
利
子
所
得

だ
け
の
人
は
、
そ
の
利
子
所
得
の
金

額
が
二
0
万
円
以
下
で
あ
れ
ぱ
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ノ
ま
た
、
普
通
預
金
や
通
知
預
金
な

ど
の
短
期
性
預
金
の
利
子
で
、
昭
和

五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

支
払
わ
れ
る
、
の
に
つ
い
て
も
、
確

定
申
告
を
し
な
く
て
ょ
い
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

⑥
源
泉
分
雜
課
税
と
は

定
期
預
金
、
貸
付
信
託
、
金
銭
信

託
、
公
社
債
な
ど
の
長
期
性
貯
蓄
の

利
子
な
ど
で
、
昭
和
五
十
五
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
支
払
わ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
総
合
課
税
に
ょ
ら

ず
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
す
る
と
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
す
る

と
総
合
課
税
の
源
泉
徴
収
税
率
よ
り

高
い
税
率
で
税
金
が
か
か
り
ま
す

源
泉
徴
収
だ
け
で
納
税
が
完
了

゛
、
、

力し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
源
泉
徴
収
税

率
は
、
三
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
す
。

源
泉
分
離
課
税
を
選
択
す
る
場
合

に
は
、
預
金
を
し
て
い
る
銀
行
な
ど

に
「
利
子
所
得
の
源
泉
分
離
課
税
の

選
択
申
告
書
」
を
出
さ
ね
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。次

の
よ
う
な
利
子
は
非
課
税
に

日
少
額
貯
蓄
の
利
子

預
貯
金
や
貸
付
信
託
、
金
銭
信

託
、
公
社
債
な
ど
の
利
子
や
収
益
の

分
配
金
に
は
、
一
人
元
本
三
百
万
円

ま
で
を
限
度
と
し
て
「
少
額
貯
蓄
の

利
子
所
得
の
非
課
税
」
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
に
「
マ
ル
優
」

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
に
は
銀
行
や
証
券
会

社
に
あ
ら
か
じ
め
元
本
の
非
課
税
限

度
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
非
課
税
貯

蓄
申
告
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
0

⇔
少
額
公
債
の
利
子

国
債
や
公
募
地
方
債
の
う
ち
、
昭

和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
発
行
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
ま
で
に

購
入
し
た
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も

の
の
利
子
に
つ
い
て
は
、
日
の
少
額

貯
蓄
の
利
子
と
は
別
わ
く
で
、
一
人

額
面
金
額
三
百
万
円
ま
で
を
限
度
と

し
て
「
少
額
公
債
の
利
子
所
得
の
非

課
税
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

各
種
検
定
試
験
施
行
案
内

.

は
一
般
に
「
特
別
マ
ル
優
」
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
適
用
を
受

け
る
た
め
の
手
統
は
、
日
の
少
額
貯

蓄
の
利
子
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。国勤

労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
が
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
貯
蓄
す
る
勤
労
者
財
産
形

成
貯
蓄
の
利
子
な
ど
に
つ
い
て
は
、

日
と
⇔
と
は
別
わ
く
で
、
一
人
元
本

五
百
万
円
ま
で
を
限
度
と
し
て
「
勤

労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
所
得
等

の
非
課
税
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

日

目

験試

之

一

目

回

,
●
"
r
ι

C

年
2
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'

種

こ
れ
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
財
産
形

成
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る

制
度
で
、
一
般
に
「
財
形
貯
蓄
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
財
形
貯
蓄

は
、
三
年
以
上
の
期
間
継
続
し
て
積

立
を
す
る
こ
と
、
一
年
間
は
払
い
出

し
を
し
な
い
こ
と
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。非

課
税
の
扱
い
を
受
け
る
に
は

「
財
産
形
成
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
」
を

勤
務
先
を
経
由
し
て
貯
蓄
先
の
銀
行

な
ど
に
出
さ
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

、
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罷
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易
.
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゛
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智
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一
曝

'
.
、

.
、

モ

゛
゛

.
主

◎
本
件
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
検
定
係
(
担
当

大
阪
ガ
ス
で
は
、
都
市
ガ
ス
を
安

定
し
て
お
と
ど
け
す
る
た
め
に
、
原

料
の
確
保
を
は
じ
め
、
製
造
・
供
給

設
備
の
拡
充
、
保
安
の
強
化
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
等
、
全
社
を
あ
げ
て
と

り
組
ん
で
い
ま
す
0

都
市
ガ
ス
原
料
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
脱
石
油
の
見
地
か
ら
、
従
来
の

石
炭
、
石
油
系
原
料
に
代
え
て
、
ク

リ
ー
ソ
で
供
給
の
安
定
し

た
L
N
G
 
(
液
化
天
然
ガ

ス
)
の
導
入
を
進
め
て
お

り
、
ま
た
供
給
体
制
を
確

立
す
る
た
め
に
、
抜
本
合

理
化
策
と
し
て
昭
和
五
十

年
か
ら
供
給
ガ
ス
の
天
然

ガ
ス
転
換
を
地
域
毎
に
順

次
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
末
現
在

で
、
大
阪
府
、
京
都
府
等
、
二
九
市

-
0
町
約
百
三
十
万
戸
(
全
顧
客
数

四
百
二
十
万
戸
の
約
三
一
%
)
の
お

客
さ
ま
に
天
然
ガ
ス
を
供
給
し
て
い

ま
す
。い

よ
い
よ
本
年
は
八
月
t
十
二
月

に
奈
良
地
区
の
馨
さ
ま
の
天
然
ガ

ス
転
換
作
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

算

簿
記

級

年
2

計
算
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ト
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,

゛

昆

゛

ゾ
゛
、
,

四
郵
便
貯
金
の
利
子

郵
便
貯
金
の
利
子
に
は
、
原
則
と

し
て
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
一
般
.
の
郵
便
貯
金
は
一
人
元
本

三
百
万
円
、
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
は

一
人
元
本
五
十
万
円
ま
で
と
い
う
預

け
入
れ
制
限
が
あ
り
、
故
意
又
は
重

大
な
過
失
に
ょ
っ
て
こ
れ
を
超
え
て

預
け
入
れ
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
超
え
九
部
分
の
利
子
に
つ
い
て

は
課
税
さ
れ
ま
す
。

'
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認
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ー
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ー
ー
}
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'
魯
'
無
'
1
鳥
,

く
計
画
で
、
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。天

然
ガ
ス
(
都
市
ガ
ス
B
A
)
は

現
在
の
都
市
ガ
ス
(
6
C
)
と
力
戸

リ
ー
や
性
状
が
異
な
る
た
め
、
現
在

船
使
い
の
ガ
ス
器
具
(
都
市
ガ

6
C
用
)
は
そ
の
ま
ま
で
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ガ
ス
を
切

換
え
る
と
き
に
、
大
阪
ガ
ス
が
責
任

電
電
電

天
然
ガ
ス
転
換
に
こ
理
解
と

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
阪
ガ
ス

y
ヂ
^
气
,
¥
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y
が
●
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4
剖
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、
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非
ハ
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゛
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゛

(

マ
電
話
番
号
変
更

中
畑
栗
林
園

(
新
)
大
柳
生
③
0
四
五
0

▽
住
所
等
変
更

鵠
森
田
商
店

(
新
)
奈
良
市
神
殿
町
六
三
0
1
六

T
E
L
@
三
三
八
一

▽
代
表
者
変
更

住
友
生
命
保
険
制
奈
良
支
社

小
川
治
美
旧
川
端
将
弘

マ
ビ
ジ
ネ
ル
ホ
テ
ル
た
か
つ
じ
・
高

辻
良
信
・
芝
辻
町
四
1
四
0
三
・
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
・
@
五
三
七
一

▽
で
ぐ
ち
商
店
・
出
口
捨
治
・
四
条

大
路
五
1
五
1
六
・
食
料
品
販
・
@

四
七
一
九

▽
泉
谷
商
店
・
泉
谷
勝
正
・
学
園
大

和
町
三
1
四
・
鶏
肉
販
・
⑯
一
九
三

四▽
和
風
ス
ナ
ツ
ク
中
村
・
中
村
恵
美

香
・
百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
ス
ナ

ー
・
@
五
三
ニ
ニ

▽
お
も
ち
や
の
バ
ン
ビ
・
萬
谷
実

学
園
北
-
ー
-
五
ー
ニ
・
玩
具
販
・

@
一
五
六
八

▽
た
か
ら
や
・
田
中
秀
幸
・
三
碓
町

一
九
四
九
ー
ニ
・
和
菓
子
製
造
販
・

@
五
八
四
七

▽
山
宏
工
務
店
・
山
中
宏
・
東
九

条
町
三
二
・
建
設
業
・
@
五
五
四

だ
い
た
も
の
で
す
Q
 
ビ
協
力
に
対

し
、
本
紙
を
お
借
り
し
て
重
ね
て
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ガ
ス
器
具
の
調
整
作
業
を
は
じ
め

と
す
る
天
然
ガ
ス
転
換
作
業
は
、
安

全
、
確
実
に
、
短
時
日
で
行
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
客
さ
ま
を

約
二
千
五
百
戸
単
位
の
三
十
四
の
ブ

ロ
ッ
ク
(
セ
ク
タ
ー
と
呼
ん
で
い
ま

す
)
に
分
割
し
、
各
セ
ク

タ
ー
毎
に
、
三
日
間
で
ガ

ス
の
切
換
作
業
と
ガ
ス
器

具
の
調
整
作
業
を
行
な
う

地
区
分
割
方
式
で
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

奈
良
地
区
の
転
換
時
期

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

天
然
ガ
ス
転
換
に
皆
様
の
ビ
理
解
と

、
こ
協
力
を
船
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

奈
良
市
八
t
十
二
月
、
大
和
郡

山
市
十
二
月
、
生
駒
市
九
t
十

月
、
河
合
町
・
上
牧
町
・
香
芝
町
・
王

寺
町
・
安
堵
村
い
ず
れ
亀
十
二
月
。

※
天
然
ガ
ス
転
換
は
、
大
阪
ガ
ス

の
都
市
ガ
ス
を
ご
使
用
の
お
客
さ

ま
を
対
象
と
し
ま
す
。

を
も
っ
て
、
船
手
持
ち
の
ガ
ス
器
具

を
す
べ
て
天
然
ガ
ス
用
に
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
0
 
な
郭
、
こ
の
ガ

ス
器
具
調
整
の
準
備
作
業
と
し
て
先

程
、
郭
客
さ
ま
の
船
宅
に
お
手
持
ち

の
ガ
ス
器
具
の
調
査
に
お
伺
い
い
九

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
個
一
個
の

ガ
ス
器
具
の
調
整
に
必
要
な
部
品
を

確
保
す
る
九
め
に
行
な
わ
せ
て
い
九

皐
能

1
 
υ
リ
ー
エ
"
百
J
.
韓
勾
ト
ー
、
'
一
'
、
'
.
ー
チ
柚
、
t
、
,
、
r
1
"

才
レ
で
グ

ξ
、
0
制
、
め

羨
、
タ

剣
1
"

マ
田
崎
建
築
事
務
所
・
田
崎
俊
彦
・

宝
来
町
塚
元
二
0
七
1
三
・
建
築
設

計
管
理
・
@
二
0
三

▽
石
橋
土
建
水
道
部
・
石
橋
敏
啓
・

田
中
町
五
ハ
ハ
ー
四
・
管
工
事
士
木

@
一
四
ハ
ハ

▽
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ザ
イ
タ
ツ
・
吉

田
昌
弘
・
三
条
大
路
二
1
-
1
七
三

建
築
材
料
販
・
@
五
0
-
七

0
、
、
,
,
、
、
り
゛
゛
゛
、
え
、
,
、
"
.
キ
、
'

り
,
夢
"
'
,
加
琴
籍
二
,
巡
支

一
。
^
ξ
^
^
"
点
^
.
^
一
^
"
Y
,
、
h
逃
、
^
、
^
^
,
、
・

、
一
ゞ
竿
~
.
、
ご
長
、
、
ー
,
畷
气
÷
^

,
^
X
゛
^
令
^
一
製
^
州
^
'
葬
^
^
{
^
武
,

ゞ
発
^
ゞ
ニ
^
ゞ
ー
^
N
^
女
ル
U
黙
'
ゞ

加
、
一
二
寄
郵
1
 
、
:
"
、

ネ
、
鴛
声
.
イ
ι

、
"
、
し
ご
、
゛
゛
轟
、
"
●
 
A
 
/

一
郡
奏

し
四
:
'
:
.
、
、

、
^
゛
"
.
●
一
ψ
、
;

、
.

,
轟

'
"
゛

T

i

゛

゛

'
t
'
慕
・
坐
一
.

゛
、
州
、
"
、
、

、
、
'
ヒ

"
五
゛
~
、
身
'
,
ー
、
た
,
ー

第138号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース昭和弱年3月108 (毎月1回10ヨ発行)

、υ

, 、卑゛、
、

'

ι.みイ
.,ι
^

第138号(第三種郵便物認可)

r^

一剖

K、、゛

,
埠

1」、、

、
'
、 ''.

rJ
ロロ

'、"、,轟"",延1=舮aヌ;餌,曝、一舮二1

?

ぐ、

メ ""区

,゛エ゛、'、^、

^'ツド

^^"■

」^^

.
'

奈良会議所ニュース 昭和55年3月10日(毎月1回10日発行)

ニニ:>^^Σ^冨コ^互ニコ^Σ二)エ=、^^^^^1二つ工^1^^^^^二土コエニコ^^^ニ=:>^才ニコニ^^^^ユニ:>^ 二

^U、一●^^^

Ⅱ

西
村

ま
で
船
問
L、

わ
せ

Tだ
Eさ
工い
⑳゜

代

6.22 (日)

10.26 (日)

ご婚礼組夜具
応接セット

受付期間

6.

カーテン

事務用家具
ノレームアクセサリー
タンス

8 (田

て二里く^^^^く二了^^^て^^^く二:ICI^^^くニオ^^<^^^^Cユ^ぐニエく=エく二工C^仁二くニエくニユC二王^C^^U

5.20 ~ 5.30

11.

8 (日)

9.22 ~ 10.3

16 細)

6.

良心的な価格・正札販売の店

12.

1.6 ~ 1.16

2

1 (日)

5.6 ~ 5.14

フ.

フ(助

10.13 ~ 10.22

10.

U
U

し

16 (水)

H刀
和
五
十
五
年
度

暮しに奉仕

^ぞ,Ξ1'ぞF

4.25 ~ 5.フ

1 (水)

11.4 ~ 11.11

西大寺店
郡山店
生駒店

18 (水)'

6.16 ~ 6.23

9.1~

奈良市二条町1丁目1-9
六和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

1.19

9.8

1.26

0742
07435
07437

(33) 7671
( 6 ) 2731
( 4 ) 2181

ま

・・!.'痔武J糊^傘総靈錯蓮五遍.加蕨'ー▼"サ轟_ー"、、無^、^ノ
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ご婚礼家具
ドレッサー
書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

営業
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■二
肩J
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